
 

 

 
 

  

親 子 入 院 利 用 案 内 

連絡先：北海道立旭川子ども総合療育センター地域連携課 
    （令和３年１月１９日より名称が変わりました） 

〒 071-8142 北海道旭川市春光台 2条 1丁目 1番 43号  

Tel：0166-51-2126 ／ FAX：166-51-2127 

利用契約までの流れ 
 

お子さんの状態の確認と親子入院の必要性の判断 
  

お子さんが当センターでの親子入院を必要とするかの

判断は、基本的に外来受診の中でさせていただきます。

また巡回療育相談などにおける当センター医師の診察に

よっても、お子さんが親子入院を必要とするかどうかを

判断することができます。 
  

重要事項の説明 
 

 上記の診察で当センターでの親子入院が必要と判断さ

れた場合は、親子入院に関する重要事項について当セン

ター地域連携課から保護者の方にご説明をさせていただ

きます。 
 

親子入院に関する支給申請 
 

 保護者の方は、児童相談所において、親子入院に関す

る支給申請を行い、支給決定を受けてください。 
 

契約の締結 
 

 保護者の方が児童相談所から親子入院の支給決定を受

け、児童入所受給者証及び児童入所医療受給者証が交付

された後、保護者の方が重要事項説明書の内容を了承さ

れて親子入院のご利用を申し出られた場合、契約を締結

させていただきます。 

 

利用を希望される方へ 
 

１ すでに当センター外来を受診されている方は主治

医にご相談ください。 
 

２ まだ当センターを受診されたことのない方は、 

現在かかっている病院の主治医と相談の上、当セン

ターの受診をご検討ください。 
 

３ もし遠方のため、当センターの外来受診が困難な

方は、巡回療育相談の情報などにより、当センター

医師がその利用の可否を判断できる場合があります

ので、当センター地域連携課にご相談ください。 
 

４ 親子入院の際には、主な感染性（はしか、風疹、

水ぼうそう、おたふく風邪など）の予防接種を済ま

せておいていただくことが望まれます。 

 

 

＊ほかにもご不明の点がございましたら、ご遠 

慮なく当センター地域連携課にお問い合わせく

ださい。 

交 通 案 内 

ＪＲ旭川駅から約 6.5km 

バス 25 分(片道 260 円) 

タクシー20 分(片道約 2,000 円) 

バス路線 

 旭川駅前から道北バス 

 ・３番乗り場 

   路線 29 番「春光台循環線」 

(復路 28 番)   

   路線 30 番「春光台４条５丁目線」 

       療育センター前下車   

 

   路線 34 番「9 線 4 号経由鷹栖線」 

   路線 36 番「江丹別線」 

    療育センター下車 

旭川子ども総合

療育センター 



 

 
 

 

 

 

 

 

親子入院を利用してみませんか？ 

親子入院のご案内 

北海道立旭川子ども総合療育センター 

令和５年度 

（旧：北海道立旭川肢体不自由児総合療育センター） 



 

 

 北海道立旭川子ども総合療育セ

ンターでは、発達に心配のあるお

子さんに対して、医療・療育の多

方面から支援することを目的とし

た「親子入院」を行っています。

お子さんとご家族が一緒に入院し

ていただき、集中して医療相談、

機能リハビリ・言語リハビリや医

療的ケア、生活・保健の指導など

を受けていただきます。 

 

 当センターの親子入院は、約 3

週間から 4週間の日程で行う一般

親子入院と、５日間の日程で行う

短期親子入院があります。一般親

子入院は脳性麻痺など運動発達の

問題を抱えたお子さんを対象とし

、主に運動機能訓練を中心として

行います。短期親子入院は、主に

神経発達症などの特性を持つお子

さんを対象にしたものと、ダウン

症候群などのお子さんを対象にし

たもの、肢体不自由のある概ね年

中から小４までのお子さんを対象

としたパラスポーツ(４日間)があり

ます。 

 また、当センターを利用されて

いるお子さんに対して２泊３日程

度の入院による歯科治療も行って

います。一般歯科医院ではなかな

か治療が難しいと言われてしまう

神経発達症などのお子さんなどの

歯科治療も受け入れておりますの

で、ぜひご利用ください。 

 なお、お父さん、おじいさんな

ど、男性が一緒に入院される場合

は、居室などの調整が必要な場合

がありますので、早めにご相談く

ださい。 

 

 原則的には当センターの外来を

一度予約の上受診していただき、

主治医と親子入院の利用について

相談していただきます。詳しくは

「利用案内」をご覧ください。 

◎一般親子入院 
令和５年(2023年) 

４月 10日（月）〜 27日（木） 

５月 16日（火）〜 30日（火） 

６月 ５日（月）〜 22日（木） 

７月 11 日（火）〜 25日（火） 

９月 ４日（月）〜 15日（金） 

10 日（水）〜 27日（金） 

11 日（火）〜 29日（水） 

12 日（月）〜 22日（金） 

令和６年(2024年) 

２月 ５日（月）〜 28日（水） 

３月 ４日（月）〜 22日（金） 

◎短期親子入院(パラスポーツ) 

令和５年(2023年) 

８月 15日（火）〜 18日（金） 

 

◎短期親子入院
令和５年(2023年) 

５ 月 ８ 日（月）〜  12日（金） 

６ 月 26日（月）〜  30日（金） 

７ 月 ３ 日（月）〜   ７日（金） 

８ 月 21日（月）〜  25日（金） 

10月 ２ 日（月）〜   ６日（金） 

11月 ６ 日（月）〜   10日（金） 

令和６年(2024年) 

１ 月 15日（月）〜  19日（金） 

１ 月 22日（月）〜  26日（金） 

 

◎短期親子入院(ダウン症など) 

令和５年(2023年) 

９ 月 25日（月）〜  29日（金） 

 

親子入院年間予定 

親子入院ってなんだろう？ 



 

 

 

  

医療相談 

小児科医、整形外科医により発達の問題

につながる疾患やそれに伴う内科的・外科

的合併症についての診察や検査を行います

。また、歯科口腔外科医による入院での歯

科治療も行っております。必要に応じて出

張医による眼科、泌尿器科診療、そして臨

床遺伝科医師による遺伝相談を行っており

ます。 

 

機能リハビリ 

理学療法士、作業療法士により、座った

り立って歩いたりという粗大運動のリハビ

リ、手を使っての巧緻動作のリハビリなど

を行います。脳性麻痺、筋疾患、神経発達

症など、そのお子さんが有する疾患の症状

や特性に合わせて指導します。 

 

言語リハビリ 

 言語聴覚士により、ことばの発達の遅れ

に対するリハビリを行います。神経発達症

などの特性を持つお子さんへの指導や、脳

性麻痺などの運動障がいのために食事の摂

取がうまくできないお子さんに対して摂食

機能訓練も行います。 

 

生活・保健指導 

 看護師により、お子さんの発達や医療的

な状態に合わせた生活・保健指導を行いま

す。食事や睡眠などの生活リズム、日常の

医療的ケアなどの指導を行い、在宅療育を

支援します。 

 

保育 

 保育士により、分離保育・親子保育を行

っています。お子さんの発達の状況に合わ

せて、遊びを通して情緒の安定を図ります

。また、育児・保育上の相談・援助も行って

います。 

 

福祉制度相談 

 希望に応じ、地域連携課にて特別児童扶

養手当・障害児福祉手当などの福祉制度活

用に関する相談を行います。 

お母さん達の声  

６回目の親子入院。前より言葉が

増えていて、カードを見て２語文を

話すところも見れてよかったです。

トイトレはオムツなしで挑戦して２

回目で成功！これからも工夫しなが

ら続けていこうと思います。プロン

ボードやチャイルドシート、保育園

で使う椅子も作れてよかったです。

フォークの持ち方や運び方を見ても

らえて、とても参考になりました。

運動面はちゃんと少しずつ成長でき

ていることに気付けてよかったです

。お母さん方、看護師さんたちにた

くさん相談に乗っていただき、とて

もよい入院生活になりました。 

  ３回目の入院でした。前回の入院

が一緒だったお友達も多く、数ヶ月

しかたっていないけどみんな成長し

ていて嬉しくなりました。今回は酸

素オフに挑戦！体調が悪くなること

もなく過ごせてよかったです。今回

の入院が無事できてよかった！  

初めての親子入院でドキドキでし

たが、みなさんに良くしていただき

充実した入院生活を送ることができ

ました。今回の目標だった独り立ち

も出来るようになりました。子ども

もみんなに遊んでもらって楽しく過

ごせたので良かったです！これから

リハビリには通うので、見かけた時

は声をかけてくれたら嬉しいです。                 

今回は本入院からスタートしてみ

ました。体調を崩すこと無く親子入

院もラストまで頑張れました！前回

よりも歩き方もしっかりしてきて

手をつながず長い距離を歩けるよ

うになっていて体力がついてきて

いることを実感しました。センタ

ーへ来ると色々見せてくれるので

、また次のステップへと目標が出

来ます。 

今回の入院で、１つのおもちゃ

で長い時間遊べたり、家にある似

たおもちゃでも遊べたので、楽し

くリハビリができそうです。食事

の形態やイスの相談は早い段階で

解決できたので、このまま家でも

できそうです。 

自我が成長しているのか頑固さ

がパワーアップしていました。で

すがリズム体操も初日からバッチ

リで、食具の使い方も上達し、左

手でお茶碗を押さえて食べている

のがエライ!!と思いました。 

今回の入院目標・一日布パンツ

で過ごす・独歩で長い距離をいく

・箸でご飯を食べる。全ての目標

を達成。とてもいい入院でした。 

  今回の入院では、表情が豊かに

なったり、長距離歩行を楽しんだ

り、スピードコントロールを調節

したり家では気付けなかったこと

が沢山ありました。フォークで母

に食べさせようと              

することも発見！                                                            

 お子さんの運動発達やことばの発達に悩まれたり、子育てに苦労さ

れているご家族の皆さま、お一人で抱え込まずに、ぜひ、私どもの親

子入院をご利用ください。  

 同じような悩みをお持ちの方々と一緒に過ごされることで、きっと

良い解決の道が開かれます。私どもスタッフ一同は、少しでもその手

助けになれることを願っております。            

                     院長 田 中  肇 

 

 

 

 

 

 

院長 長和彦 


